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鋼製橋脚ピボット支承の歴史的変遷に関する調査 

 
                                                          ＪＲ東日本  建設工事部 正会員○高野 幸宏 
                                      ＪＲ東日本  建設工事部 正会員 齋藤  聡 

ＪＲ東日本  建設工事部 正会員 工藤 伸司 

１．はじめに 

鋼製橋脚を有するゲルバー橋が日本で初めて採用されたのは，明治 40(1907)年であり，ドイツ人技師Ｆ・

バルツァーの提案によって，ドイツベルリン高架線を参考にしたものである 1）．鋼製橋脚を有するゲルバー

橋は，首都圏において架道橋など道路幅員が広く，鉄道橋の径間が長くなる場合に，鋼製橋脚を建て桁支間

を短くする目的として用いられてきた 2）．  

近年，大規模な地震が懸念されるなか，鋼製橋脚を有するゲルバー橋の耐震に関する研究は例が少なく，

現在研究を進めているところである．鋼製橋脚には，ピボット支承内の球面頂点にアンカーボルトが挿入さ

れている構造形式があり，地震時の耐震性に有効と考えられることから，アンカーボルトの有無について調

査を行ったので以下に述べる． 

上端部 
下端部

２．ピボット支承の特徴 

鋼製橋脚は，一般的に形鋼とレーシングバーをリベットで接合した橋脚となって

おり2)，道路部と歩道部の境や中央分離帯などに建設されている．鋼製橋脚の上端お

よび下端部分はピボット支承になっていることから，ピン構造として常に任意の方

向に自由に回転することができる．荷重は，鉛直荷重のみ受ける独立支柱であり，

水平荷重は桁で橋台に伝達する構造となっている1)（写真-1参照）．  

３．構造形式の分類 

写真-1 鋼製橋脚ピボット支承 ピボット支承は，明治40(1907)年から建設されており，建設年代から上端部およ

び下端部のピボット支承の構造が3つに分類される（図-1参照）． 

(ａ)明治40(1907)年から大正12(1923)年まで(タイプ1) 
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タイプ1は、上端部および下端部に球面支承を用い

ており，ピボット支承自体の固定をしない構造である． 

タイプ１      タイプ２      タイプ３ 

(ｂ)大正13(1924)年から昭和2(1927)年まで(タイプ2) 

タイプ2は，ピボット支承自体の固定が無いことか

ら，桁の浮き上がり防止に対して弱いと考えられてい

た．そのため，上端部および下端部の支承は球面構造

ではなく，上下にピンを挿入した構造になっている． 

(ｃ)昭和3(1928)年以降(タイプ3) 

タイプ3は，再び球面体を用いたピボット支承を用い

ており，桁の浮き上がりに対しては上端および下端の

支承の球面頂点にアンカーボルトを挿入する構造にし

ている．また，大正12（1923）年に発生した関東大震

災の教訓を受け、鋼製橋脚を有するゲルバー橋から鋼

ラーメン構造が多く採用されるようになり，昭和

6(1931）年には、複線下路2主桁ゲルバー式ラーメン
(a)           (b)          (C) 

図-1 ピボット支承タイプ別分類 
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プレートガーダーが架設されている1)． 

４．調査内容 

主に首都圏を対象に鋼製橋脚を有するゲルバー橋のピボット支承を持つ 114 橋りょうに対して調査を行った

(図-2 参照)．調査方法は，台帳，しゅん功図を用いて建設年代を調べ,3 タイプのピボット支承に分類し，アン

カーボルトの有無について確認を行なった． 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
凡例 : ● 鋼製橋脚を有するゲルバー橋 

 

図-2 首都圏鋼製橋脚を有するゲルバー橋一覧図 3）  

５．調査結果およびまとめ 

今回の調査結果からアンカーボルトが挿入されていないピボット支承(タイプ 1 およびタイプ 2)は，明治 40

（1907）年から昭和 2(1927）年にかけて約 60%程度あることがわかった(図-3，図-4 参照)． 

  一方，アンカーボルトが挿入されているピボット支承(タイプ 3)は，昭和 3(1928)年以降に建設されており，

約 40%程度あることがわかった（図-4参照）． 

従って，耐震性に有効だと考えられるアンカーボルトが挿入されているタイプ 3の鋼製橋脚は約 40%程度ある

ことから，鋼製橋脚を有するゲルバー橋の約半数程度は耐震性に有効であると思われる． 

図-3 ピボット支承タイプ別分類         図-4  アンカーボルトの有無 

 

 

 

 

 

 

 

 

６．今後の予定 

 46橋りょ
う, 40%

 68橋りょ
う, 60%

アンカーボルト無

アンカーボルト有

 60橋りょう
, 53%

8橋りょう
, 7%

46橋りょう
, 40%

（ａ）タイプ１

（ｂ）タイプ２

（c）タイプ３

アンカーボルトが挿入されているピボット支承(タイプ 3)の構造は，耐震性に有効と考えられるが，具体的な

耐震性を解析や実験などにより，検証を行なっていく予定である．また，アンカーボルトが挿入されていない

ピボット支承(タイプ 1，タイプ 2)の構造についても， アンカーボルトが挿入されているピボット支承(タイプ

3)の構造と同様に耐震性能の検証を行なっていく予定である． 
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